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Ⅰ型糖尿病ってご存じ？―そのアイデンティティ問題
杉野昭博・関西学院大学杉野ゼミ1期生
糖尿病のI型とII型

糖尿病にはⅠ型とⅡ型の２種類がある。一般的には糖尿病といえば、生活習慣病と言われるⅡ型糖尿病のことを指す場合が多い。II型糖尿病患者は、日本では約2,210万人（平成19年）いると言われ、私たちにとって身近な病気であり、通常の生活をしている患者さんが多いので、あまり深刻な病気だとは考えられないことが多い。また、「生活習慣病」として、患者自身の食生活などが病気の原因であるかのように認識されていることも多い。これに対してI型糖尿病は、生活習慣とは直接の関わりはなく、また、日常生活にさまざまな障害をともなう病気である。

I型糖尿病とは、自己免疫異常による膵臓β細胞の破壊が原因となって発症する糖尿病であり、その特徴として、インスリン注射による血糖値コントロールが挙げられる。インスリン注射による血糖値のコントロールは、本来は血糖値の変動により自然に分泌されるものを外部からのインスリン注射で行うため、時として急な低血糖発作を伴い、場合によっては緊急入院などが必要なこともある。
　日本の薬品市場において糖尿病治療薬は売上第６位である。ただし、糖尿病治療薬のほとんどがインスリン注射を伴わないⅡ型糖尿病向けの商品である。この薬剤費のデータからも、糖尿病治療においては圧倒的多数を占めるⅡ型糖尿病治療が優先されている様子がうかがえるだろう。
Ⅰ型糖尿病患者の生活上の問題点

　
Ⅰ型糖尿病患者は日常生活を行う上で様々な問題がある。まず、糖尿病患者の治療における自己負担について考える。Ⅰ型糖尿病は小児慢性特定疾患治療研究の対象となっている。そのため18歳未満のⅠ型糖尿病患者の家庭においては、医療費の自己負担分が国から補助される。（引き続き治療が必要だと認められる場合は20歳未満まで補助される）。よって18歳未満のⅠ型糖尿病患者の治療費の月額自己負担上限は、高所得世帯で5,750円（外来）11,500円（入院）となっている。（所得に応じてさらに減額される）一方で、Ⅰ型糖尿病は特定疾患治療研究の対象（難病指定）にはなっていない。つまり、小児慢性特定疾患治療研究の対象年齢を過ぎる18歳からは、糖尿病治療にかかる費用の負担が急増し、3倍以上に増えるというケースも珍しくはない。
　次に、Ⅰ型糖尿病患者は血糖値コントロールの難しさから低血糖発作を起こし、突然意識を失うこともある。このことは、道路交通法第90条に掲げられる「発作により意識障害又は運動障害をもたらす病気であって政令で定める」病気に該当し、免許の交付が拒否される可能性がある。さらに、90条の免許拒否の対象となる「病気」を定めた道路交通法施行令第三十三条を見ると、「無自覚性の低血糖症（人為的に血糖を調節することができるものを除く。）」と明記されている。つまり、血糖値が安定しないI型糖尿病患者は免許取得に法的な制約がある。Ⅰ型糖尿病患者が自動車運転免許を取得する際には、主治医からの診断書が不可欠であり、また病気の程度によっては自動車運転免許を取得できない人もいる。よって自動者運転免許取得において、Ⅰ型糖尿病患者は一定の社会的制約を受けている。
　血糖値コントロールがうまく出来なくなった時の急な入院や、自動車免許取得の制約といった点から、Ⅰ型糖尿病患者は日常生活を送るうえでさまざまな不利益を経験する。そのため、Ⅰ型糖尿病患者は就職においても不利な立場にあるのではないかといった見方がある。実際に、自分が糖尿病患者であることを隠し続けながら民間企業で働く人もいる。

　

障害基礎年金取得について
I型糖尿病は、身体障害者福祉法の「内部障害」には含まれていないため、一般的には障害基礎年金を受給することは難しいとされている。しかし、近年、Ⅰ型糖尿病患者の一部で障害基礎年金取得の動きが広がっている。身体障害者福祉法と国民年金法では「障害」の定義が異なっている。身体障害者福祉法においては、「障害」が詳細かつ具体的に定義されているが、国民年金法の「障害」の定義はおおざっぱであるため、「障害」に該当することを訴える法的余地がある。たとえば、国民年金法施行令の「別表」では、障害等級２級に該当する例として、「身体の機能の障害又は長期にわたる安静を必要とする病状が前各号と同程度以上と認められる状態であって、日常生活が著しい制限を受けるか、又は日常生活に著しい制限を加えることを必要とする程度のもの」と記されている。I型糖尿病患者の一部も、この規定に該当するのではないかと主張することによって、２級の障害基礎年金を取得するケースが出てきているようである。私たちは、実際に年金を取得した人からお話を聞こうとしているところであり、学会当日には可能な範囲で聞き取り結果を報告したい。
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